
 

 

平成２８年度版  さ むかわの環境って、どーなってるの？  
 

“望ましい環境像”  

「 み ん な で つ く る  み ど り 豊 か で  空 気 と 水 が き れ い な ま ち 」を 目 指 し て  

 

重 点 プ ロ ジ ェ ク ト  

★ 「 き れ い な 河 川 の 再 生 」  

★ 「 ご み 減 量 と リ サ イ ク ル の 推 進 」  

★ 「 省 エ ネ ル ギ ー と 地 球 温 暖 化 防 止 へ の 取 り 組 み 」  

平 成 2 3 年 度 に 行 っ た 町 民 意 識 調 査 で は 、環 境 を 良 く す る た め の 優 先

す べ き 取 り 組 み と し て 、「省 エ ネ ル ギ ー や 地 球 温 暖 化 防 止 に 関 す る 取 り

組 み 」や「 ご み 減 量 や リ サ イ ク ル に 関 す る 取 り 組 み 」と い う 意 見 が 以 前

に 比 べ 増 え て い ま す 。ま た 、環 境 美 化 や 河 川 の 水 質 改 善 に 関 す る 取 り 組

み に つ い て は 変 わ ら ず 意 識 が 高 い 項 目 と な っ て い ま す 。  

 意 識 の 高 い 項 目 に つ い て は 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト と 位 置 づ け て 、 平 成 2 4

年 度 か ら 平 成 3 2 年 度 ま で の 計 画 期 間 中 に 、町 民 、事 業 者 の 皆 さ ん と 町

が 協 力 し て 特 に 優 先 的 ・ 重 点 的 に 推 進 し て い ま す 。  

 望 ま し い 環 境 像 を 目 指 し て 、５ つ の 基 本 方 針【 参 加 と 協 働 】【自 然 環

境 】【 生 活 環 境 】【 都 市 環 境 】【 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 、地 球 環 境 】 と 重 点

プ ロ ジ ェ ク ト に 基 づ き 実 施 し た 平 成 ２ ８ 年 度 の 取 組 の 概 要 は 次 の と お

り で す 。  

①  【参加と協働】～ 環 境 の 保 全 と 創 造 に 積 極 的 に 取 り 組 む 暮 ら し ～  

♦ 環 境 情 報 の 公 表 ♦  

5 月 の ニ コ ニ コ リ サ イ ク ル フ リ ー マ ー ケ ッ ト と 同 時 開 催 し た 環 境 フ

ェ ス テ ィ バ ル の 中 で 、総 合 体 育 館 に お い て 各 団 体 の 環 境 活 動 を P R す る

パ ネ ル 展 を 開 催 し た ほ か 、 総 合 図 書 館 で は 5 月 に 生 物 多 様 性 、 1 2 月 の

温 暖 化 防 止 月 間 に は 温 暖 化 と 気 候 変 動 に 関 す る 本 の コ ー ナ ー を 設 置 し

ま し た 。  

ま た 、町 広 報 紙 並 び に 町 ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 環 境 情 報 の 発 信 は 、広 報

紙 が ９ ８ 件 、 ホ ー ム ペ ー ジ が １ ４ ２ 回 で 、 積 極 的 に 情 報 発 信 し ま し た 。 
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環境学習講座や自然観察会の参加人数 
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♦ 地 域 で の 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 の 普 及 ♦  

町 主 催 や 環 境 団 体 、広 域 と の 連 携 で 行 っ た も の と し て 、生 き 物 調 査 隊 、

野 鳥 観 察 会 、環 境 バ ス ツ ア ー 、ご み 減 量 化 説 明 会 、リ サ イ ク ル セ ン タ ー

見 学 会 な ど 、 様 々 な 環 境 学 習 講 座 や 自 然 観 察 会 な ど を 行 い ま し た 。  

 ま た 、平 成 ２ ６ 年 度 よ り フ リ ー マ ー ケ ッ ト と 同 時 に 環 境 フ ェ ス テ ィ バ

ル を 開 催 し 、そ の 中 で 環 境 教 室 、環 境 活 動 P R パ ネ ル 展 な ど を 開 催 し ま

し た 。こ れ に よ り 、環 境 基 本 計 画 の 基 準 年 の 目 標 人 数 で あ る ６ ４ 人 に 比

べ て 大 幅 な 増 と な り ま し た 。  

環 境 フ ェ ス テ ィ バ ル の 参 加 人 数 の 減 少 に よ り 、昨 年 度 と 比 較 し て ４ ４

１ 人 の 減 と な り ま し た 。環 境 フ ェ ス テ ィ バ ル 以 外 の 寒 川 広 域 リ サ イ ク ル

セ ン タ ー 見 学 会 な ど に つ い て は 、若 干 の 変 動 は あ り ま す が 全 体 的 に 増 え

て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 環 境 活 動 の 活 発 化 ◆  

多 彩 な 環 境 活 動 を 活 発 に 進 め る た め 、自 主 的 な 環 境 美 化 活 動 や 、相 模

川 や 目 久 尻 川・小 出 川 の 美 化 キ ャ ン ペ ー ン の ほ か 、町 内 一 斉 の ま ち ぐ る

み 美 化 運 動 を 実 施 し ま し た 。こ れ ら の 美 化 活 動 に 町 民 や 事 業 所 、協 力 団

体 な ど ５ ， ５ １ ３ 人 が 参 加 し 、 約 ５ ９ ， ０ ０ ０ k g の ご み を 回 収 し ま し

た 。  

環 境 美 化 活 動 に つ い て は 、同 一 団 体 が 年 に 数 回 実 施 す る な ど 、活 動 が

定 着 し て き た こ と が 見 受 け ら れ ま し た が 、一 方 で 新 規 の 団 体 の 活 動 が 伸

び ず 、昨 年 度 と 比 較 し て ９ １ ９ 人 の 減 と な り ま し た 。今 後 は 未 実 施 の 団

体 に 協 力 を 呼 び か け て い き ま す 。  
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②  【自然環境】 ～ 自 然 を 守 り 、 育 て る ま ち ～  

◆ 野 生 動 植 物 の 生 育・生 息 環 境 の 保 全 と 創 造 ◆  

・ カ ワ ラ ノ ギ ク の 保 全  

神 川 橋 下 流 域 で 桂 川・相 模 川 流 域 協 議 会 が 管

理 し て い る 絶 滅 危 惧 種 カ ワ ラ ノ ギ ク の 圃 場（ ほ

じ ょ う ）で は 、適 切 な 管 理 が 行 わ れ 、圃 場 の 外

に も 自 生 し て い る カ ワ ラ ノ ギ ク が 確 認 で き る

よ う に な り ま し た 。  

 

・ 自 然 観 察 の 森 の 整 備  

さ む か わ エ コ ネ ッ ト を は じ め 、 町 の 内 外 の 方 々 に 協 力 し て い た だ き 、

樹 林 や 水 辺 環 境 に ふ れ あ え る よ う 自 然 観 察 の 森 が 整 備 さ れ ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ホ タ ル 復 活 プ ロ ジ ェ ク ト  

 目 久 尻 川 の 水 系 に お い て 、ホ タ ル の 自 然 循 環

で の 復 活 を 促 す た め に 水 路 を 整 備 し ま し た 。  

さ む か わ エ コ ネ ッ ト が 上 流 市 か ら 譲 り 受 け

た ホ タ ル の 幼 虫 を 平 成 ２ ８ 年 3 月 に 放 し 、５ 月

に は 成 虫 が 飛 ん で い る こ と が 確 認 で き ま し た 。 

カ ワ ニ ナ の 生 息 状 況 を 確 認 す る な ど 生 態 系

へ の 影 響 を 考 慮 し な が ら 実 施 し て い ま す 。  



 

 

・ 在 来 生 物 の 保 全 や 外 来 生 物 の 駆 除 等  

在 来 生 物 を 脅 か す 特 定 外 来 生 物 の ア ラ イ グ マ に

つ い て は 、 町 民 や 団 体 等 と 連 携 し た 取 り 組 み を 進

め 、 2 8 頭 捕 獲 し ま し た 。 特 に 河 川 や 河 川 周 辺 で は

捕 獲 ボ ラ ン テ ィ ア の 協 力 を 得 て 、期 間 と 区 域 を 定 め

て 計 画 的 に 1 2 頭 捕 獲 し 、在 来 生 物 や 農 作 物 、生 活   

上 の 被 害 防 除 に 努 め ま し た 。  

 

ま た 、農 業 被 害 が 懸 念 さ れ る ス ク ミ リ ン ゴ ガ

イ に つ い て は 、引 き 続 き 各 課 で 被 害 状 況 に 関 す

る 情 報 を 共 有 し 、農 業 関 係 者 へ の 駆 除 依 頼 の 回

覧 や 、 ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 周 知 を 行 い ま し た 。 

 

 

 

◆ 調 査 等 の 実 施 ◆  

さ む か わ エ コ ネ ッ ト と の 協 働 に よ り 、町 内 に

あ る 湧 水 池 を 訪 れ 、１ ５ 箇 所 の 湧 水（ ゆ う す い ）

調 査 を 行 い ま し た 。ま た 、サ ギ や タ ゲ リ 、川 の

生 き 物 、昆 虫 の 調 査 を 実 施 し 、絶 滅 危 惧 種 に 指

定 さ れ て い る 生 き 物 も 確 認 で き ま し た 。（ ト ウ

キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル な ど ）  

 

◆ 農 作 物 の 地 産 地 消 の 推 進 、 農 業 と ふ れ あ う 機 会 の 創 出 ◆  

農 畜 産 物 の ブ ラ ン ド 化 事 業 と し て 神 奈 川 県 の 育 成 品 種 の ト マ ト「 湘 南

ポ モ ロ ン 」 の 商 品 開 発 を 、 前 年 度 に 引 き 続 き 行 い ま し た 。  

ま た 、料 理 教 室 や 町 内 レ ス ト ラ ン で の メ ニ ュ ー 開 発 な ど を 通 じ て 地 産

地 消 に 向 け た 普 及 啓 発 を 行 い ま し た 。  

農 業 に ふ れ あ う 機 会 の 創 出 と し て 、魅 力 発 見 ツ ア ー を 開 催 し 、そ れ ぞ

れ の 市 町 に お け る 農 畜 産 物 を Ｐ Ｒ し ま し た 。ま た 、テ ラ ス モ ー ル 湘 南 に

お い て 湘 南 花 の 展 覧 会 を 開 催 し 、 生 産 者 と 行 政 が 一 体 と な っ て 花 の P R

を 行 い ま し た 。  

 

 

 

 

 

 



 

 

③  【生活環境】 ～ 健 康 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち ～  

重 点 プ ロ ジ ェ ク ト「 き れ い な 河 川 の 再 生 」は ③【 生 活 環 境 】の 中 で 取 り

組 み を 進 め ま す 。  

 

◆ 下 水 道 の 整 備 ◆  

 汚 水 整 備 事 業 に お い て 、 約 ０ .３ ７ ｈ ａ 整 備 し 、 公 共 下 水 道 人 口 普 及

率 を 上 げ ま し た 。  

※ 公 共 下 水 道 人 口 普 及 率 ＝ 区 域 内 （ 下 水 道 利 用 ） 人 口 ／ 町 の 総 人 口  
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公共下水道人口普及状況の推移 

公共下水道人口普及率 水洗化率 
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下水道処理区域内人口の推移 
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◆ 水 質 汚 濁 ・ 大 気 汚 染 防 止 、 騒 音 ・ 振 動 対 策 ◆  

環 境 保 全 研 修 会 や 県 と の 立 入 調 査 な ど を 活 用 し て 事 前 の 公 害 防 止 に

取 り 組 ん で い ま す 。  

騒 音 や 振 動 の 苦 情 が あ っ た 場 合 は 、必 要 に 応 じ て 県 政 総 合 セ ン タ ー や

県 環 境 科 学 セ ン タ ー と 連 携 し て 指 導 を 行 っ て い ま す 。  

県 の 大 気 汚 染 デ ー タ 常 時 監 視 測 定 に よ る 、光 化 学 ス モ ッ グ 注 意 報 の 発

令 は 3 回 で 、 健 康 被 害 の 報 告 は あ り ま せ ん で し た 。 (平 成 2７ 年 度 も ３

回 )  

 

◆ 自 動 車 の 排 出 ガ ス 対 策 ◆  

平 成 2７ 年 1 0 月 よ り 、コ ミ ュ ニ テ

ィ バ ス の 土 日 運 行 を 開 始 し ま し た 。

公 共 交 通 機 関 の 充 実 を 図 る こ と で 、

自 家 用 車 の 使 用 低 減 が 見 込 め 、 大 気

汚 染 防 止 に つ な が る こ と が 期 待 さ れ ま す 。  

 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス は 路 線 バ ス な ど の 公 共 交 通 網 が 行

き 届 か な い 地 域 に お け る 交 通 弱 者 対 策 が 主 な 目 的 で あ り 、  

自 家 用 車 の 使 用 低 減 と 併 せ て 、 今 後 も 取 り 組 み を 進 め て い き ま す 。  

な お 、 平 成 ２ ８ 年 度 の 実 績 は 下 記 の と お り で す 。  

 

※ 平 成 ２ ８ 年 度 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 利 用 実 績 一 覧 表  

運 行 ル ー ト 名  運 行 日 数  利 用 実 績  

東 ル ー ト  ３ ５ ９ 日 間  ３ ８ ， ０ ８ ３ 人  

南 ル ー ト  ３ ５ ９ 日 間  ３ ， ８ ６ ７ 人  

倉 見 大 村 ル ー ト  ３ ５ ９ 日 間  ２ ２ ， ５ ３ ７ 人  

 

◆ 監 視 ・ 調 査 の 実 施 ◆  

公 共 下 水 道 人 口 普 及 率 の 向 上 や 環 境 法 令 に よ る 規 制 や 指 導 、公 害 防 止

技 術 の 確 立 な ど に よ り 、町 内 の 大 気 や 水 環 境 は 年 々 改 善 し て い ま す 。そ

の 中 で 、町 内 を 流 れ る 河 川 の 水 質 汚 濁 の 状 況 を 表 す B O D の 年 間 の 7 5％

水 質 値 は 、小 出 川 を 除 き 微 減 傾 向 に あ り ま す 。小 出 川 の 水 質 に つ い て は

環 境 基 準 を 超 過 し て お り 、小 出 川 の 水 質 悪 化 は 流 域 の 自 治 体 全 体 の 問 題

で あ る た め 、広 域 自 治 体 に よ る 水 質 改 善 検 討 会 を 開 き 、改 善 に 努 め ま す 。 



 

 

 

※B O D の環 境 基 準 の類 型 は町 内 では相 模 川 のみに設 定 されていますが、町 では他 の河 川 等 についても相 模

川 と同 じ基 準 を達 成 することを目 標 としています。  

※7 5％水 質 値 とは、公 共 用 水 域 における、通 常 の状 態 （低 水 流 量 以 上 の状 態 ）に相 当 する水 質 レベルとして、

年 間 の日 間 平 均 値 の全 データをその値 の小 さなものからの順 に並 べたときの 0 . 7 5×ｎ番 目 （ｎは日 間 平 均

値 のデータ数 ）のデータ値 です。  

 
※この報 告 書 では、町 が各 河 川 、水 路 において 1 年 間 を通 じてＢＯＤを測 定 し、環 境 基 準 に適 合 した割 合 を

「環 境 基 準 適 合 率 」として算 出 、表 示 しています。  

※平 成 2 2 年 度 より相 模 川 (寒 川 取 水 堰 より下 流 )は、生 活 環 境 の保 全 に関 する環 境 基 準 (河 川 )が C 類 型 か

ら B 類 型 となり、基 準 が 5 m g / L から 3 m g / L に変 わったため、環 境 基 準 適 合 率 が下 がっていますが、濃 度 は

減 少 傾 向 にあります。  

 

有 害 物 質 で あ る ダ イ オ キ シ ン 類 に つ い て は 、 河 川 水 質 ・ 底 質 を 毎 年 、

大 気・土 壌 を 5 年 に １ 回 調 査 し て い ま す 。平 成 ２ ８ 年 度 は 河 川 水 質・底

質 を 調 査 し 、環 境 基 準 内 で あ る こ と を 確 認 し ま し た 。河 川 水 質 の 数 値 が

比 較 的 高 い の は 、現 在 使 用 禁 止 さ れ て い る 農 薬 の 残 存 不 純 物 の 影 響 が あ

る と 危 惧 さ れ て い ま す 。 今 後 も 監 視 を 続 け て い き ま す 。  
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ＢＯＤの経年変化（75％値） 

一之宮第2排水路(弥生橋) 目久尻川(宮山橋) 小出川(寺尾橋、大曲橋) 
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年 度 

ＢＯＤ環境基準適合率の推移 

一之宮第２排水路(弥生橋) 目久尻川(宮山橋) 小出川(寺尾橋、大曲橋) 

類型指定変更  
Ｃ類型 （基準 5mg/L）   ⇒  Ｂ類型 （基準 3mg/L）  

環境基準  

3mg/L 以下  

目標１００％ 
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騒音・振動・悪臭の苦情件数 経年変化 

悪臭 騒音 振動 総数 

※Ｔ Ｅ Ｑ （ 毒 性 等 量 ） とは 、 「 ダ イオキシン類 」 の濃 度 （毒 性 の強 さ ） を表 示 する際 に用 いられる記 号 で 、ダイオキシ

ン類 の異 性 体 ご との毒 性 強 度 と存 在 量 を考 慮 して算 出 した濃 度 です 。  

 

 
◆ 悪 臭 防 止 対 策 ◆  

公 害 苦 情 件 数 の 中 で 約 4 分 の １ を 占 め る の が

野 焼 き と な っ て い ま す 。そ の う ち 約 3 分 の １ が 農

業 者 に よ る も の と な っ て い る こ と か ら 、町 広 報 紙

や ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 啓 発 の ほ か 、ツ イ ッ タ ー で

呼 び 掛 け な ど を 行 っ た 結 果 、苦 情 の 件 数 が 大 幅 に

減 少 し ま し た 。 （ 前 年 比 ▲ ２ １ 件 ）  
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河川水質 （環境基準：1pg-TEQ/L） 

一之宮第2排水路(弥生橋) 小出川(大曲橋) 目久尻川(宮山橋) 
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河川底質   （環境基準：150pg-TEQ/g） 

一之宮第2排水路(弥生橋) 小出川(大曲橋) 目久尻川(宮山橋) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④【都市環境】 ～ 緑 や 文 化 を 大 切 に す る 快 適 で 安 全 な ま ち ～  

 

◆ 公 用 地 内 の 緑 化 ◆  

緑 化 フ ェ ア に 来 場 さ れ た 約 ７ ０ 名 の 方 に 竹 を 材 料 と し た「 ぶ ん ぶ ん ゴ

マ 」を 作 成 し て い た だ き ま し た 。町 民 の み ど り へ の 意 識 向 上 等 に つ な が

る よ う 、 今 後 も 体 験 コ ー ナ ー を 継 続 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ま た 、 平 成 ２ ８ 年 度 に 川 と の ふ れ あ い 公 園 の イ ベ ン ト 広 場 （ 芝 生 エ

リ ア ）横 の 花 壇 の 整 備 を 行 い ま し た 。多 く の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 の ご 協

力 に よ り 四 季 折 々 の 花 々 が 植 え ら れ て 、川 と の ふ れ あ い 公 園 の 新 た な 魅

力 の 一 つ と な り ま し た 。  
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◆ 散 乱 ご み ・ 不 法 投 棄 対 策 ◆  

町 内 の 協 力 企 業 や 県 な ど と 連 携 し 、 不 法

投 棄 パ ト ロ ー ル を 毎 月 （ 4 月 を 除 く ） 実 施

し ま し た 。 県 の 事 業 に 要 望 し 、 特 に 不 法 投

棄 が 多 い 場 所 へ 平 成 ２ ８ 年 度 に 改 め て 不 法

投 棄 監 視 カ メ ラ を 移 設 し ま し た 。  

 

「 住 み よ い 環 境 を 守 り 育 て る ま ち づ く り

条 例 」 に つ い て 、 最 近 地 域 か ら の 苦 情 の 多

い 猫 の フ ン に 対 応 す る た め 、 条 例 を 一 部 改

正 し 、 条 例 の 趣 旨 を 町 民 に 広 く 啓 発 す る こ

と を 目 的 に 、 ポ ス タ ー の 募 集 や 、 看 板 の 配

付 、 横 断 幕 の 設 置 等 を 行 い ま し た 。  

ま た 、 多 く の 方 が 来 場 し た ニ コ ニ コ フ リ

ー マ ー ケ ッ ト の 中 で 条 例 の 啓 発 キ ャ ン ペ ー

ン を 行 う こ と で 、 広 く 啓 発 す る こ と が で き

ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤【資源・エネルギー、地球環境】  

～ エ ネ ル ギ ー ・ 水 ・ も の を 大 切 に し た 地 球 環 境 に や さ し い ま ち ～  

 

重 点 プ ロ ジ ェ ク ト「 ご み 減 量 と リ サ イ ク ル の 推 進 」、「省 エ ネ ル ギ ー と

地 球 温 暖 化 防 止 へ の 取 り 組 み 」は ⑤【 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 、地 球 環 境 】の

中 で 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。  

 

◆ ご み 発 生 の 抑 制 （ 事 業 系 を 含 め た 一 般 廃 棄 物 ） ◆  

ご み の 排 出 量 は 、不 燃 ご み が 増 加 し 、年 間 総 排 出 量 は １ ３ ，９ ３ ７ ｔ

と な り 、昨 年 度 と 比 較 し て ６ ｔ 増 加 し ま し た 。家 庭 か ら 出 た 可 燃 ご み の

量 は 減 少 し て い ま す が 、新 た な 事 業 者 の 参 入 に よ り 、事 業 系 一 般 廃 棄 物

の 排 出 量 が 増 加 し ま し た 。  
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町のごみ総排出量の推移 
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組 成 分 析 で は 、 紙 な ど の 資 源 物

が 可 燃 ご み と し て 多 く 出 さ れ て い

る た め 、「 ゴ ミ 野 ゲ ン ゾ ウ 見 聞 録 」 

を 広 報 に は さ み 込 み 、 ご み の 分 別

方 法 な ど を 啓 発 し ま し た 。ま た 、2

番 目 に 多 い 厨 芥 類 の 減 量 が 見 込 め

る キ エ ー ロ（ 消 滅 型 生 ご み 処 理 器 ）

の 販 売 を 平 成 2 6 年 度 か ら 開 始 し 、

少 し ず つ 家 庭 へ 導 入 し て お り ま す 。  

ま た 、可 燃 ご み に つ い て は 、そ の 成 分 の ６ ４ ％ が 水 分 で あ る こ と か ら 、

ご み を 出 す 前 に 水 分 を よ く 切 っ て か ら 出 す こ と が 、ご み の 減 量 化 に お い

て 重 要 と な り ま す 。  
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◆ 省 エ ネ ル ギ ー の 推 進 ◆  

省 エ ネ ル ギ ー 機 器 の 導 入 と 合 わ せ て 、イ ン ト ラ ネ ッ ト な ど を 活 用 し て

職 員 へ 節 電 や ク ー ル ビ ズ 、 ノ ー カ ー デ ー な ど を 啓 発 し ま し た 。  

ま た 、町 の 省 エ ネ ル ギ ー 取 り 組 み と し て 、平 成 ２ ５ 年 度 よ り 町 の 施 設

等 に L E D 照 明 を 導 入 し て お り ま す が 、 平 成 ２ ８ 年 度 末 時 点 に お け る 導

入 状 況 は 下 記 の と お り で す 。  

 

※ 町 施 設 等 L E D 照 明 導 入 状 況 一 覧 表  

番 号  施 設 の 名 称 等  導 入 年 度  備 考  

１  町 役 場 庁 舎  平 成 ２ ５ 年 度   

２  小 谷 小 学 校  平 成 ２ ５ ・ ２ ６ 年 度  教 室 棟 ・ 体 育 館  

３  消 防 本 部  平 成 ２ ６ 年 度   

４  町 民 セ ン タ ー  平 成 ２ ６ 年 度   

５  北 部 文 化 福 祉 会 館  平 成 ２ ６ 年 度   

６  南 部 文 化 福 祉 会 館  平 成 ２ ６ 年 度   

７  防 犯 灯  平 成 ２ ６ 年 度  町 内 全 域  

８  寒 川 小 学 校  平 成 ２ ６ ・ ２ ７ 年 度  体 育 館 ・ 南 棟  

９  一 之 宮 小 学 校  平 成 ２ ６ 年 度  体 育 館  

1 0  旭 小 学 校  平 成 ２ ６ 年 度  体 育 館  

1 1  南 小 学 校  平 成 ２ ６ 年 度  体 育 館  

1 2  寒 川 中 学 校  平 成 ２ ７ 年 度  体 育 館  

1 3  旭 が 丘 中 学 校  平 成 ２ ７ 年 度  体 育 館 ・ 北 棟 ・ 南 棟  

1 4  寒 川 東 中 学 校  平 成 ２ ７ 年 度  体 育 館  

※ 未 導 入 施 設： 総 合 体 育 館 、総 合 図 書 館 、美 化 セ ン タ ー 、広 域 リ サ イ ク

ル セ ン タ ー 、 地 域 集 会 所 等  

※ 町 内 小 中 学 校 の 体 育 館 は 、 非 構 造 部 材 の 改 修 工 事 （ 天 井 の 落 下 防 止 ）

の 際 に L E D 照 明 を 導 入 。  

 

◆ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 促 進 ◆  

平 成 2 1 年 度 か ら 太 陽 光 発 電 シ ス  

テ ム 設 置 へ の 補 助 を 開 始 し 、 町 内 で  

の 導 入 数 が 毎 年 増 加 し て い ま す 。  

ま た 、 家 庭 用 燃 料 電 池 シ ス テ ム （ エ  

ネ フ ァ ー ム ） 設 置 へ の 補 助 を 平 成 2  

６ 年 度 か ら 開 始 し 、 平 成 ２ ８ 年 度 に  

お い て は 交 付 件 数 が 募 集 件 数 （ 1 0  

件 ） に 達 し ま し た 。  

 
※町 内 導 入 累 計 件 数 について  

従 前 に情 報 提 供 を得 ていた東 京 電 力 （株 ） パワーグ リ ッ ド よ り 、電 力 の自 由 化 以 降 は情 報 提 供 できないと

の こ とであったため 、 H 2 8 年 度 においては 、 H 2 7 年 度 までの町 内 導 入 累 計 件 数 （ 9 7 3 件 ） に H 2 8 年 度 の導 入

件 数 （ 3 6 件 ） を合 算 した件 数 （ 1 , 0 0 9 件 ） を記 載 する方 式 に改 めました 。  

算定方式変更  
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（t-co2/年） （Mwh/年） 町役場の電気使用量・二酸化炭素排出量 

町役場の電気使用量 二酸化炭素排出量 

◆ 低 炭 素 社 会 形 成 に 向 け た 活 動 ◆  

ク ー ル シ ェ ア ス ポ ッ ト と し て 、寒 川 総 合 図 書 館 、町 民 セ ン タ ー 、公

民 館（ 北 部 、南 部 ）の ４ 箇 所 が 登 録 さ れ ま し た 。ひ と り １ 台 の エ ア コ

ン 使 用 を や め 、涼 し い 場 所 を み ん な で シ ェ ア す る よ う 広 報 紙 や ツ イ ッ

タ ー を 通 じ て 周 知 啓 発 し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


